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硫黄は全生物にとって必須の元素である。近年、我々の研究グループによる硫黄代謝物

の新たな定量技術の開発を端緒に、“超硫黄分子”と総称されるポリスルフィド類が、原核
生物からヒトを含む真核生物まで幅広く種横断的に保存された機構によって生体内で生成
され、細胞内レドックスシグナルの重要な制御因子として機能することが明らかになって
きた（1,2）。超硫黄分子は、そのユニークな化学特性のため、試料調製過程で容易に分解、
酸化してしまう。本セミナーでは、超硫黄分子の研究を行う際の注意点などを概説しなが
ら、我々が開発した超硫黄オミクス解析技術（3-5）について紹介し、冬眠研究への応用も
含めた将来的な展望についても議論したい。 
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